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１．はじめに 

 高速道路のり面の危険箇所抽出は、のり面の予防保全として、対策の必要性が高い危険のり面を抽出するも

のである。これまで高速道路のり面に対しては、管理用地外の地すべりや、崩壊に関する評価がされていない

のが現状である。本論文は、高速道路の用地外を含む広域を対象とし、航空レーザ計測による地表面調査、空

中電磁法による地質調査の組み合わせによる、空からの危険のり面の抽出方法を検討したものである。 

 

２．航空レーザ計測と空中電磁法の概要 

図-1 に示す範囲で、航空レーザ計測、及び

空中電磁法の調査飛行を実施した。対象路線

は徳島自動車道(川之江東 JCT～井川池田 IC

の 8.2km 区間）沿いの、谷から尾根を含む範

囲(面積：13.7km2)である。航空レーザ計測

では、1m2に 1 点以上の密度でデータを取得

し、フィルタリングにより地物や樹木を除去

して、1mDEM データを作成した(図-2)。 

空中電磁法は、ヘリコプターを利用して空

中で 1次磁場を発生し、地盤内部に生じた渦

電流からの 2次磁場を受信することで、地盤

内部の比抵抗を面的に測定する電磁探査手

法である(図-3)。調査飛行は測線間隔 25～

50m として、6周波数（140kHz、31kHz、

6.9kHz、3.3kHz、1.5kHz、0.34kHz）

の測定を行なった。 

   

３．航空レーザ計測による赤色立体

地図の作成と災害地形の抽出 

 今回レーザ計測で取得された精

密な 1mDEM を、地形判読等に十分に

利用していくためには、地形を正確 

かつ詳細に表示できる地形表現図 
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図-4 赤色立体地図と既往地質平面図 

図-3 空中電磁法 

図-2 航空レーザ計測 
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が必要であり、最も地形表現に

優れる赤色立体地図 1)を作成し

た (図-4) 。 

赤色立体地図等を活用して、

高速道路の維持管理等に資する

災害地形を判読した。その結果、

従来は十分に認識できなかった

地すべり地形や、リニアメント

(活断層等)を把握することがで

きた。従来の判読は図-4(右)上

段の地質調査所(1993)2）や図-4(右)下段の長谷川(1999)3）である。今回地すべりブロックの詳細な区分が明確

になったことで、地すべりと高速道路の位置関係や、航空写真では判別が困難なガリー等も判別可能となった

(図-5)。 

 

４．空中電磁法による比抵抗構造の検討 

測定データより比抵抗解析を行い、表層部(深度 5m)の比

抵抗平面図及び断面図(船戸地区)を作成した。地盤の比抵

抗は、地盤中の粘土鉱物含有量、間隙比、及び含水比の状

態を反映する。比抵抗断面図においては、想定地すべり面

と高速道路の位置関係によって、高速道路に対する危険度

が評価できる。また、中央構造線沿いの幅広い熱水変質帯

や、破砕帯等の脆弱な地質の分布など、航空レーザ計測で

は捉えることができない、地盤内部の地質構造が明らかと

なった(図-6)。 

 

５．今後の取り組み 

今回、航空レーザ計測 DEM によって作成した、赤色立体

地図を基図とする災害地形判読図により、従来認識が不充

分であった地すべり地形の判読が可能となり、地表面にお

ける地すべり等の危険のり面の抽出の精度が向上した。 

今後は航空レーザ計測によって抽出された地すべり等の

危険のり面において、空中電磁法による比抵抗断面図を作

成し、断面的に地質構造を捉え危険度を評価する。また、

対策の必要性の高い危険のり面をスクリーニングする手法及び運用フローを検討していく。 

空中電磁法においては、既存のボーリングデータなど建設時の地質データによる、比抵抗図の精度検証が課

題である。 
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図-5 航空写真と赤色立体地図(白地トンネル坑口) 

図-6 比抵抗断面図(船戸地区) 

A-A 断面(図-4) 

B-B 断面(図-4) 
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